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に
工
期
が
残
っ
て
い
る
場
合
、
事

業
延
伸
を
す
る
の
か
。

区
長

q
3
対
象
が
１
万
６
千

534
棟
で
、
区
の
支
援
制
度
を
利
用

し
た
件
数
は
建
て
替
え
が
81
件
で
、

耐
震
改
修
が
63
件
だ
。
e
小
規
模

マ
ン
シ
ョ
ン
等
へ
の
対
応
も
含
め
、

効
果
の
あ
る
施
策
を
検
討
す
る
。

w
3
都
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
登

録
制
度
に
登
録
し
た
建
築
士
事
務

所
の
活
用
を
図
る
な
ど
環
境
整
備

を
進
め
て
き
た
。
e
デ
ー
タ
を
も

と
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

支
援
策
を
見
直
し
た
。
e
3
除
却

し
、
建
て
替
え
た
件
数
は
４
件
で

除
却
の
み
が
１
件
だ
。
e
大
井
林

町
高
齢
者
住
宅
へ
の
住
み
替
え
等

だ
。
r
平
成
20
年
度
の
老
朽
空
き

家
は
２
千
710
棟
だ
。
t
情
報
は
地

域
住
民
や
消
防
署
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
、
関
係
す
る
所
管

で
情
報
を
共
有
し
対
応
す
る
体
制

と
し
て
い
る
。
y
住
み
替
え
相
談

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
等
に
よ
る

対
応
を
し
て
い
る
。
リ
バ
ー
ス
モ

ー
ゲ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
社
会
福
祉

協
議
会
で
対
応
し
て
い
る
。
u
状

況
を
確
認
し
て
い
く
。
i
建
築
確

認
等
の
機
会
を
と
ら
え
確
認
す
る
。

o
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
等
に
伴
う
撤
去

費
用
助
成
や
生
垣
助
成
制
度
を
活

用
し
て
も
ら
う
。
!0
研
究
を
し
て

い
く
。
!1
耐
震
化
支
援
策
の
周
知

に
も
つ
な
が
る
た
め
検
討
し
て
い

く
。
!2
改
修
に
あ
た
り
不
燃
化
に

努
め
る
よ
う
働
き
か
け
し
て
い
る
。

!3
消
火
器
な
ど
他
の
地
域
に
比
べ

多
く
設
置
し
て
い
る
な
ど
だ
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

!4
重
要
な
道
路
と
認
識
し
て
お
り
、

地
域
住
民
の
意
識
も
高
い
。
!5
ま

ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中

で
整
備
す
べ
き
路
線
を
意
識
し
、

機
会
を
と
ら
え
て
都
と
協
議
す
る
。

!6
新
た
な
指
定
手
続
は
必
要
な
い
。

交
通
安
全
に
つ
い
て

q
自
転
車
事
故
の
多
く
を
占
め

て
い
る
年
代
へ
の
、
交
通
安
全
の

啓
発
や
マ
ナ
ー
の
徹
底
は
。
w
小

学
生
や
中
学
生
に
法
的
責
任
を
教

え
る
必
要
は
。
e
社
団
法
人
損
害

保
険
協
会
等
と
連
携
し
、
道
路
交

通
法
上
の
責
任
や
社
会
的
責
任
に

つ
い
て
教
え
る
場
を
小
中
学
校
で

増
や
す
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
。

r
国
道
や
都
道
と
の
交
差
点
等
の

安
全
対
策
は
。
t
交
通
事
故
ゼ
ロ

と
す
る
た
め
に
、
事
故
が
起
き
た

場
所
や
住
所
・
時
間
等
も
統
計
に

加
え
る
べ
き
で
は
。
y
事
故
多
発

路
線
の
交
差
点
等
に
事
故
の
前
後

を
撮
影
す
る
交
通
事
故
自
動
記
録

装
置
を
設
置
し
て
は
。

都
市
環
境
事
業
部
長

q
イ
ベ

ン
ト
を
利
用
し
て
不
特
定
多
数
を

対
象
に
自
転
車
教
室
を
実
施
す
る

ほ
か
、
若
い
母
親
を
対
象
に
自
転

車
教
室
を
計
画
す
る
。
w
自
転
車

教
室
で
責
任
の
重
大
性
な
ど
の
内

容
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、
引
き
続

き
工
夫
し
て
い
く
。
e
講
師
と
し

て
招
く
な
ど
、
効
果
的
な
安
全
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
r
広
報

啓
発
看
板
の
設
置
や
、
関
係
機
関

に
対
し
て
事
故
防
止
対
策
の
要
請

を
行
っ
て
い
る
。
t
事
故
の
情
報

は
警
察
が
保
有
し
て
い
る
た
め
、

協
議
を
進
め
て
い
く
。
y
被
害
者

側
の
自
己
救
済
に
も
資
す
る
た
め
、

警
察
に
設
置
を
要
請
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
現

状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

教
育
次
長

q
教
育
改
革
プ
ラ

ン
21
は
、
個
に
応
じ
た
丁
寧
な
指

導
に
よ
る
学
力
向
上
等
を
目
的
と

し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
着
実
に

推
進
し
て
い
く
。
w
学
習
内
容
な

ど
の
違
い
は
学
校
の
特
色
で
、
選

択
制
が
格
差
を
つ
く
っ
て
い
る
と

い
う
事
実
は
な
い
。
e
施
設
に
は

限
り
が
あ
り
、
受
け
入
れ
は
制
限

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
、
保
護

者
に
周
知
し
て
い
る
。

視
覚
障
害
者
の
安
全
を
守
る
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
や
音
響
信
号
の
設
置
を

q
全
公
共
施
設
と
周
辺
道
路
へ

の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
改
善
を
。

w
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
は
既
存
駅
で

は
努
力
義
務
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

利
用
者
の
少
な
い
駅
で
も
、
設
置

を
働
き
か
け
て
は
。
e
図
書
館
へ

視
覚
障
害
者
職
員
を
配
置
し
、
利

用
者
の
サ
ー
ビ
ス
と
雇
用
拡
大
の

視
点
で
改
善
を
。
r
区
役
所
か
ら

郵
送
す
る
郵
便
物
へ
の
点
字
刻
印

な
ど
を
し
て
い
る
の
か
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
施
設
の
建
設
や
改
修
の
機
会
を

と
ら
え
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
を
進

め
る
な
ど
だ
。
w
円
滑
な
整
備
が

で
き
る
よ
う
国
や
都
に
必
要
な
支

援
を
求
め
て
い
く
。
e
配
置
す
る

考
え
は
な
い
。
パ
ソ
コ
ン
の
音
声

化
ソ
フ
ト
の
活
用
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
の
連
携
等
に
よ
り
、
き

q
区
の
計
画
に
、
な
ぜ
地
域
住

民
意
識
調
査
の
結
果
が
反
映
さ
れ

て
い
な
い
の
か
。
広
く
住
民
に
説

明
し
、
住
民
投
票
等
で
決
め
る
べ

き
で
は
。
w
市
街
地
再
編
の
機
運

が
高
ま
っ
て
い
る
地
域
は
ど
こ
か
。

e
風
害
や
日
照
被
害
、
圧
迫
感
な

ど
問
題
は
な
い
の
か
。
r
防
災
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
空
地
を

求
め
る
声
や
建
て
替
え
が
で
き
な

い
方
か
ら
区
営
住
宅
建
設
の
願
い

が
届
い
て
い
る
が
、
考
え
は
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
町
会
や
商
店
街
へ
の
説
明
で
寄

せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
参
考
に
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
は
地

域
住
民
と
の
共
有
を
図
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
住
民
投
票
な
ど
で

決
め
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

w
小
山
三
丁
目
か
ら
荏
原
三
丁
目

に
か
け
て
等
だ
。
e
環
境
影
響
の

検
討
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。

r
再
開
発
事
業
も
防
災
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
有
効
な
手
段
だ
。

区
営
住
宅
は
事
業
目
的
が
異
な
る

た
め
、
建
設
す
る
考
え
は
な
い
。

品
川
の
競
争
教
育
を
改
め

学
び
あ
い
の
教
育
に
転
換
を

q
競
争
主
義
が
品
川
の
教
育
改

革
に
も
貫
か
れ
て
い
る
。
学
び
合

い
の
教
育
へ
の
転
換
を
。
w
教
育

に
格
差
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に

学
校
選
択
制
は
直
ち
に
や
め
る
べ

き
で
は
。
e
希
望
校
に
入
学
で
き

ず
、
不
安
な
日
々
を
送
っ
て
い
る

q
新
防
火
地
域
の
3
整
備
す
べ

き
住
宅
等
の
数
と
実
績
は
。
e
整

備
推
進
は
。
w
耐
震
診
断
に
つ
い

て
3
他
の
専
門
家
団
体
等
の
協
力

も
必
要
で
は
。
e
診
断
デ
ー
タ
は

整
備
方
針
を
決
め
る
際
に
、
重
要

で
は
。
e
木
造
住
宅
除
却
工
事
支

援
の
3
件
数
は
。
e
除
却
後
の
土

地
利
用
は
。
r
新
防
火
地
域
等
の

老
朽
化
し
た
空
き
家
の
把
握
は
。

t
地
域
情
報
を
収
集
す
る
電
話
窓

口
等
の
設
置
を
。
y
高
齢
や
経
済

的
な
理
由
で
耐
震
等
が
困
難
な
場

合
の
相
談
窓
口
は
。
リ
バ
ー
ス
モ

ー
ゲ
ー
ジ
な
ど
の
取
り
組
み
は
。

u
自
然
更
新
に
よ
り
建
て
替
え
す

る
件
数
の
把
握
は
。
i
倒
壊
の
危

険
性
が
あ
る
塀
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。
o
低
い
塀
の
設
置
や
倒
壊

の
危
険
性
が
高
い
塀
の
撤
去
を
す

る
際
の
助
成
は
。
!0
屋
根
の
軽
量

化
で
、
倒
壊
の
確
率
が
減
少
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
区
も
調
査
・

研
究
し
、
制
度
化
し
て
は
。
!1
耐

震
改
修
や
建
て
替
え
時
に
、
区
の

助
成
対
象
の
表
示
板
を
設
置
し
て

は
。
!2
耐
震
改
修
は
不
燃
化
と
イ

コ
ー
ル
で
は
な
い
。
不
燃
化
対
策

を
ど
う
進
め
る
の
か
。
!3
木
造
密

集
地
域
に
消
火
器
や
防
火
水
槽
等

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
火
災
を
最

小
限
に
で
き
る
の
で
は
。
!4
都
市

計
画
道
路
補
助
29
号
線
整
備
の
必

要
性
と
住
民
の
意
識
は
。
!5
都
市

計
画
道
路
の
優
先
整
備
路
線
指
定

に
向
け
た
都
へ
の
働
き
か
け
は
。

!6
優
先
整
備
路
線
の
期
間
満
了
時

一 般 質 問

め
細
や
か
な
対
応
を
行
う
。
r
対

応
可
能
な
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

若
者
に
仕
事
を

人
間
ら
し
く
働
け
る
社
会
を

q
国
任
せ
に
せ
ず
、
自
治
体
を

挙
げ
て
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改

正
や
働
く
ル
ー
ル
を
つ
く
る
よ
う

求
め
て
は
。
w
品
川
区
就
業
セ
ン

タ
ー
で
の
若
者
へ
の
就
労
支
援
に

つ
い
て
3
今
後
の
展
開
は
。
e
若

者
雇
用
の
実
態
調
査
を
。

区
長

q
区
は
区
の
役
割
を
し

っ
か
り
と
果
た
し
て
い
く
。

w
3
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

も
連
携
し
、
き
め
細
か
い
職
業
相

談
や
職
業
紹
介
を
行
っ
て
い
く
。

e
行
う
予
定
は
な
い
。

公
的
保
育
制
度
を
解
体
す
る
「
子

ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
は

反
対
を
　
待
機
児
解
消
は
国
と
自

治
体
の
責
任
で

q
急
い
で
無
理
な
制
度
を
つ
く

れ
ば
混
乱
が
お
き
る
。
新
シ
ス
テ

ム
に
反
対
の
表
明
を
行
い
、
子
ど

も
た
ち
を
全
力
で
守
っ
て
ほ
し
い

が
、
い
か
が
か
。
w
申
請
者
総
数

と
入
園
可
能
数
、
一
次
内
定
者
数
、

不
承
諾
数
は
。
e
認
証
保
育
所
入

園
児
数
、
認
可
外
保
育
施
設
入
園

児
数
、
保
育
マ
マ
利
用
者
数
は
。

r
格
差
是
正
の
た
め
の
調
査
を
行

い
、
支
援
の
検
討
を
求
め
る
。

子
ど
も
未
来
事
業
部
長

q
指

摘
に
は
同
意
で
き
な
い
。
区
と
し

て
は
、
今
後
の
推
移
を
注
視
し
、

遺
漏
な
く
対
応
で
き
る
よ
う
努
め

る
。
w
一
時
審
査
終
了
時
点
で
、

申
込
者
が
１
千
918
人
、
内
定
者
が

１
千
418
人
、
不
承
諾
者
が
500
人
だ
。

e
認
証
保
育
所
が
690
人
、
家
庭
的

保
育
事
業
が
55
人
な
ど
だ
。
r
調

査
を
行
う
考
え
は
な
い
。

震
災
対
策
に
つ
い
て

稲
川
　
貴
之
　
議
員

（
民
・
改
）

１４０
ｍ
巨
大
ビ
ル
林
立
の
開
発
に
反
対

武
蔵
小
山
の
ま
ち
づ
く
り
は
住
民
参
加
で

見
直
し
を

飯
沼
　
雅
子
　
議
員

（
共
産
）

品川区議会の予定�

第1回臨時会� 5月25日（金）午後1時�

5月15日（火）午後1時�

5月16日（水）午後1時�

6月21日（木）午後1時、�
6月22日（金）午前10時、7月5日（木）午後1時�

5月14日（月）午後1時、�
6月25日（月）・26日（火）午前10時�

5月14日（月）午後1時、�
6月25日（月）・26日（火）午前10時�

5月14日（月）午後1時、�
6月25日（月）・26日（火）午前10時�

5月14日（月）午後1時、�
6月25日（月）・26日（火）午前10時�

5月14日（月）午後1時、�
6月25日（月）・26日（火）午前10時�

第2回定例会�
本会議�

会議名� 日　時�

常任委員会�

特別委員会�

総　務�

区　民�

厚　生�

建　設�

文　教�

行財政改革�

震災対策�


